
平成２４年１２月２５日 

 

 

平成２４（２０１２）年川崎市１０大ニュースについて 

 
 
１ 目的 

 一年を振り返り、市政や市全般にわたるニュースのうち、印象に残ったニ

ュースを把握し、今後の市政運営の参考とするとともに、市の取組や魅力あ

る資源について情報発信することを目的としています。 
 
２ 決定方法 

 平成 24 年に起きた重要な市政の動きや、市民や市内の企業の主な動向、そ

の他市民の関心が高いと思われるニュースを市であらかじめ選定し（自由記

載も可）、そのニュース候補に投票していただき、得票数の多い 1 番から 10
番までを「平成 24（2012）年川崎市 10 大ニュース」として決定しました。 

 
３ 投票募集実施期間 

 １２月１日(土)～１２月１８日(火) （１８日間） 

 
４ 投票状況                         ※昨年 

（１）区役所、市民館、図書館等における投票 １，１８１人 (  ６５７） 

（２）ホームページでのインターネット投票  １，３９１人 (１，１６０) 

（３）消費生活モニターによる投票         ４２人 (   ６１) 

      合  計         ２，６１４人 (１，８７８) 

 
５ プレゼント 

プレゼントの当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

（本日以降順次発送予定） 

 

６ その他 

  当該結果は、記者発表後、川崎市インターネットホームページに掲載を予

定しています。 

 

＜添付資料＞  

 資 料 １ 平成２４（２０１２）年川崎市１０大ニュースの概要 

 資 料 ２ 過去５年間の川崎市１０大ニュース上位３位について 

 

 

 

【問い合わせ先】総合企画局都市経営部企画調整課 
   電話 ０４４－２００－２１６６  

１ 



平成24(2012)年川崎市10大ニュース投票結果

1位 ドラえもん誕生前100年、藤子ﾐｭｰｼﾞｱﾑ開館1周年で特別住民票発
行、1週間で９万ダウンロード

1309 票

2位 最新鋭のプラネタリウムを導入した『かわさき宙（そら）と緑の科学館』
がオープン

1195 票

3位 夢見ヶ崎動物公園のレッサーパンダに待望の赤ちゃん誕生 937 票

4位 桐光学園高校野球部、夏の甲子園でベスト８ 910 票

5位 『カワサキハロウィン』の国内最大級のパレードに１０万人の観客 819 票

6位 政令指定都市移行４０周年、川崎・幸・中原・高津・多摩区区制４０周
年を迎える

652 票

7位 ロンドンオリンピックで銅メダルを獲得した立石諒選手に『川崎市ス
ポーツ特別賞』

611 票

8位 川崎市立橘高校、女子バレーボールにおいてインターハイ初優勝 593 票

9位 川崎駅北口自由通路の整備に向けて、市とＪＲ東日本で施行協定締
結へ

516 票

10位 『２０１２川崎国際多摩川マラソン』が開催、応募殺到で３日で締切に 510 票

11位 『岡本太郎美術館』入館者１００万人突破 504 票

12位 等々力陸上競技場メインスタンドの改築に着手 453 票

13位 宮前区と麻生区、区誕生３０周年を迎える 377 票

14位 川崎市制記念多摩川花火大会に約２１万人訪れる 374 票

15位 学校給食用の冷凍ミカンから、微量の放射性物質を検出 333 票

16位 井田病院が新しくなり、新棟で診療を開始 324 票

17位 重症患者救急対応病院として、川崎幸病院開業 321 票

18位 専修大学サッカー部、全日本大学サッカー選手権大会で優勝 317 票

19位 川崎フロンターレに風間監督就任 313 票

20位 『モントルー・ジャズ・フェスティバル・ジャパン・イン・かわさき2012』を開催 308 票

（11位から20位までは、次のとおりです）

２



 

平成２４（２０１２）年川崎市１０大ニュースの概要 

 
 
１位 ドラえもん誕生前１００年、藤子・Ｆ・不二雄ミュージアム開館１周年で 

特別住民票発行、１週間で９万ダウンロード 

９月３日、ドラえもん誕生前１００年と藤子・Ｆ・不二雄ミュージアムの開館１周年

を記念して、川崎市からドラえもんに「特別住民票」を交付しました。ミュージアムで

は、８月１６日に来館５０万人を突破するとともに、市のホームページからダウンロー

ドされた特別住民票は１週間で９万件にのぼるなど、盛り上がりを見せました。 
 
２位 最新鋭のプラネタリウムを導入した『かわさき宙（そら）と緑の科学館』がオープン 

青少年科学館が「かわさき宙（そら）と緑の科学館」としてリニューアルオープン。

最新鋭のプラネタリウム「メガスターⅢフュージョン」はリアルな夜空を体感でき、人

気を集めています。また、東口ビジターセンターも開設し、生田緑地の魅力がより一層

高まりました。 
 
３位 夢見ヶ崎動物公園のレッサーパンダに待望の赤ちゃん誕生 

夢見ヶ崎動物公園のレッサーパンダ「アン」と「ファファ」の夫婦に、待望の赤ちゃ

んが生まれました。同園のレッサーパンダの赤ちゃん誕生は１３年ぶりで、市民の皆様

にかわいがっていただけるよう赤ちゃんの愛称を募集しています。 
 

４位 桐光学園高校野球部、夏の甲子園でベスト８ 

第９４回全国高校野球選手権で、桐光学園高校野球部創部以来初のベスト８入りを果

たしました。１試合２２奪三振など、松井裕樹投手（２年）が多くの記録を残したのを

はじめ、攻守とも最後まであきらめない姿が市民を沸かせました。 
 

５位 『カワサキハロウィン』の国内最大級のパレードに１０万人の観客 

１６回目となる「カワサキハロウィン」が開催され、１０月２８日にはメインイベン

トである国内最大級の仮装パレードが行われました。今年は、川崎駅前の大通りのパレ

ードに約３，０００人が参加、１０万人の観客が訪れました。 
 
６位 政令指定都市移行４０周年、川崎・幸・中原・高津・多摩区区制４０周年を迎える 

川崎市が、昭和４７年４月１日に人口９８万人で指定都市に移行してから、今年で４

０年になりました。当時の５区（川崎区・幸区・中原区・高津区・多摩区）では、区制

４０周年を迎え、「区の花」「区の木」の制定、記念誌の発行や記念イベントの開催など

を行いました。 
 

７位 ロンドンオリンピックで銅メダルを獲得した立石諒選手に『川崎市スポーツ特別賞』 

中原区のＮＥＣグリーンスイミングクラブ玉川所属の立石諒選手が、ロンドンオリン

ピックの競泳男子２００メートル平泳ぎで銅メダルを獲得しました。その栄誉をたたえ、

川崎市から「川崎市スポーツ特別賞」を贈りました。 

資料１ 



 
８位 川崎市立橘高校、女子バレーボールにおいてインターハイ初優勝 

全国高校総合体育大会（インターハイ）が富山県で行われ、川崎市立橘高校が初優勝

を果たしました。神奈川県勢では３６年ぶりであり、市立高校としては初の優勝という

快挙でした。 
 
９位 川崎駅北口自由通路の整備に向けて、市とＪＲ東日本で施行協定締結へ 

ＪＲ川崎駅の東京側に整備される北口自由通路について、平成２９年度の供用開始に

向け、市とＪＲ東日本の間で施行協定を締結する予定です。北口自由通路の整備と併せ

て、新たな改札口や商業施設の開設も予定されています。 
 

 

10 位 『２０１２川崎国際多摩川マラソン』が開催、応募殺到で３日で締切に 

「２０１２川崎国際多摩川マラソン」が等々力陸上競技場及び多摩川河川敷マラソン

コースで開催され、５，８６９人が参加しました。全種目において大会が始まって以来

最短の３日で定員に達し、応募が締め切られるという人気の大会となりました。 



 

過去５年間の川崎市１０大ニュース上位３位について 

 
 

◇ 平成２３（２０１１）年            総投票者数 １，８７８人 
１ 『ドラえもん』などの原画を展示する『藤子・Ｆ・不二雄ミュージアム』

が開館 
２ ３月１１日、東日本大震災発生、交通機関の乱れや計画停電など市内でも

大きな影響 
３ 東日本大震災により『ミューザ川崎シンフォニーホール』に被害 

 
◇ 平成２２（２０１０）年            総投票者数 ２，０８４人 

１ ＪＲ横須賀線武蔵小杉駅が開業 
２ 東扇島東公園「かわさきの浜」で潮干狩りが解禁 
３ バーベキュー利用有料化の社会実験を実施 

 
◇ 平成２１（２００９）年            総投票者数 １，５１８人 

１ 川崎フロンターレ ナビスコカップ準優勝  
～Ｊ１リーグでも優勝争い 

２ 新型インフルエンザ 市内小中学校で休校相次ぐ 
３ 川崎市長選挙 阿部孝夫市長が３選 

 
◇ 平成２０（２００８）年            総投票者数 １，０２８人 

１ 女性初のプロ野球選手誕生へ ～川崎北高校 吉田えりさん 
  関西独立リーグへ 

２ 約 50 年ぶりに砂浜が復活 「東扇島公園」オープン 
  ～市内初のトライアスロン大会も開催 

３ 「川崎フロンターレ」健闘 シーズン終盤まで優勝争い 

 
◇ 平成１９（２００７）年            総投票者数   ７６５人 

１ 台風 9 号が猛威をふるい、多摩川河川敷が全面冠水 

２ アメフト W 杯２００７川崎大会、優勝は米国 日本準優勝 

３ 川崎フロンターレ健闘 ヤマザキナビスコ杯準優勝、 

ＡＦＣチャンピオンズリーグベスト８ 

 
 

資料２ 


